
主催　川崎呼吸ケア・リハビリテーションネットワーク
共催　川崎市医師会　川崎市内科医会　川崎呼吸ケア研究会
　　　星医療酸器グループ・チェスト株式会社
日本医師会生涯教育CC：3.0単位　　呼吸ケア指導士取得単位 7.5単位 / 半日

第14回川崎呼吸ケア・リハビリテーション研究会

日　時 2020年 10月 24（土）　13：55～ 17：55　( 受講者 13:30 ～ログイン可能）

申込み方法  ：先着順450名 　裏面参加申込ＵＲＬより申込
参加費  ：￥1,220 （税込）

テーマ ACPの” 光と影” 

参加形式  ：Zoomによるオンライン開催

 タイミングを間違ったACP、患者様を何としても助けたいという気持ちがないACP、
 医療者の都合を優先に考えたACPは、患者様を死に追い入れる。

13：55 ～ 14：00　 Opening Remarks 武知 由佳子　先生　医療法人社団愛友会　いきいきクリニック /理事長・院長

14：00 ～ 15：10　 講演 1※日本医師会生涯教育 1単位 CC：2( 医療倫理と生命倫理 )
　　　　　 　 パネルディスカッション：ACPの光と影

15：10 ～ 15：20 休憩　企業コマーシャル

16：40 ～ 17 : 50　　 特別講演Ⅱ※日本医師会生涯教育 1単位 CC：4( 医師 - 患者関係とコミュニケーション )

　　　　　　　　　 揺れる心とともにある協働意思決定

17：50 ～ 17：55　Closing Remarks　武知 由佳子　先生　医療法人社団愛友会　いきいきクリニック /理事長・院長

◇司　会 ：若林　律子　 先生　　関東学院大学看護学部療養支援看護学 / 准教授
◇パネリスト ：武知　由佳子 先生　　医療法人社団愛友会　いきいきクリニック /理事長・院長
 ：中山　優季 　 先生　　公財 ) 東京都医学総合研究所 /難病ケア看護ユニットリーダー
 ：竹川　幸恵  先生　　大阪はびきの医療センター /呼吸ケア副センター長・慢性疾患看護専門看護師

◇座　長 ：竹川　幸恵  先生　　大阪はびきの医療センター /呼吸ケア副センター長・慢性疾患看護専門看護師
◇演　者 ：西川　満則  先生　　国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター /緩和ケア診療部

◇座　長 ：武知　由佳子  先生　　医療法人社団愛友会　いきいきクリニック /理事長・院長
◇演　者 ：竹田　主子　  先生　　東京メディカルラボ /代表

16：30 ～ 16：40 休憩　企業コマーシャル

（60分+質疑10分）

（講演60分+質疑10分）

15：20 ～ 16 : 30　　 特別講演Ⅰ※日本医師会生涯教育 1単位 CC：81( 終末期のケア )

 　　 地域でつなぐACP（講演60分+質疑10分）



演者紹介

参加申し込み・参加費のお支払について

※注意事項 
　・当日の参加キャンセルの場合返金は致しかねます。キャンセルされる場合は、前日までにご連絡ください。
　・単位認定にて必要な受講確認は別途メールにてご案内させていただきます。
　・その他、ご不明な点等あれば、「info@hosi-14th.jp」へご連絡ください。

参加申込み期限 ：10月16日 （金） 
参加費お支払期限 ：10月21日 （水）
参加申込ＵＲL ：https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=4297970773155092&EventCode=P491298213

         ※右記の二次元バーコードからも参加申込URLへアクセス可能です。
   　   ※イベントペイを利用しての決済となります。

国立長寿医療研究センター 地域医療連携室長 緩和ケア診療部、医師
西川　満則

1989年岐阜薬科大学薬学部製造薬学科卒、95年島根医科大学医学部医学科卒。
西尾市民病院内科（呼吸器科）、愛知国際病院ホスピス兼内科等、名古屋大学第一内
科（現呼吸器内科）医員を経て、2000年国立長寿医療研究センター着任。

11年10月より現職。在宅医療地域連携診療部（地域医療連携室長）兼務。日本緩和医
療学会暫定指導医、日本老年医学会専門医、日本呼吸器学会専門医。日本エンドオブ
ライフケア学会理事、日本在宅医療学会評議員等。

東京メディカルラボ代表　医師　ＡＬＳ患者
竹田　主子

1996年　信州大学医学部卒業、内科医師
東京大学医学部付属病院、東京都老人医療センター（現 地方独立行政法人　東京
都健康長寿医療センター）、国家公務員共済組合連合会　三宿病院、横浜総合病院、
霞ヶ関法務省診療所などに勤務。
1999～2003年　アメリカテキサス州ヒューストンBaylor医科大学留学　臨床研究員
　
42歳でＡＬＳを発症するが、東京メディカルラボを設立し代表として医療と司法を結ぶ
傍ら、ＡＬＳに対しての講演を精力的にこなしている。


